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8/10西総監を囲む会 在任中の思い出や感謝を述べる西総監 7/9サマーフェスティバル 音楽隊のコンサート

8/30 俵総監着任挨拶

8/10西総監を囲む会 記念撮影 7/8サマーフェスティバル 金子会長と西総監 いせ艦上にて 

■
佐
世
保
地
方
隊
創
隊
70
周
年
記
念
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地
方
隊
の
創
隊
70
周
年
を
記
念
し
た

サ
マ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
が
、７
月
８
日（
土
）・９
日（
日
）の
２
日
に

わ
た
り
、新
み
な
と
岸
壁
一
帯
で
開
催
さ
れ
た
。同
隊
は
14
隻
の

艦
船
で
発
足
し
た
が
、今
や
ミ
サ
イ
ル
艇
や
掃
海
艇
な
ど
約
60

隻
を
擁
し
、西
海
鎮
護
の
要
と
し
て
重
責
を
果
た
し
て
い
る
。８

日
の
訓
練
展
示
は
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
が
、来
場
者

は
護
衛
艦
の
内
部
公
開
や
音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
、ミ
ニ
Ｐ‐３
Ｃ

の
展
示
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。 

■
佐
世
保
造
修
補
給
所
　
物
品
・
糧
食
展
示
会 

　

７
月
27
日（
木
）・28
日（
金
）に
か
け
、佐
世
保
造
修
補
給
所

で
物
品・糧
食
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。本
展
示
会
は
海
上
自

衛
隊
の
部
隊
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
民
間
企
業
の
シ
ー
ズ
の
発
掘
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、今
回
は
働
き
方
改
革
及
び
生
活・

勤
務
環
境
改
善
に
資
す
る
備
品・日
用
品
や
、集
団
給
食
に
適

し
た
加
工
食
品・調
味
料
を
取
り
扱
う
約
30
社
が
出
展
。自
衛

官
ら
３
０
７
名
が
来
場
し
た
。 

■
佐
世
保
地
方
総
監
　
西
成
人
海
将
を
囲
む
会 

　

８
月
10
日（
木
）、ホ
テ
ル
フ
ラ
ッ
グ
ス
九
十
九
島
に
て
海
上
自

衛
隊
佐
世
保
地
方
総
監 

西
成
人
海
将
を
囲
む
会
を
開
催
。大

石
賢
吾
長
崎
県
知
事
、宮
島
大
典
佐
世
保
市
長
を
は
じ
め
、政

界
、経
済
界
、自
衛
隊
か
ら
２
２
０
名
超
が
出
席
し
た
。西
総
監

は
１
９
８
６
年
に
防
衛
大
学
校
を
卒
業
、海
上
自
衛
官
に
任
官

さ
れ
て
以
来
、大
村
飛
行
隊
長
、第
22
航
空
群
司
令
な
ど
大
村

市
で
約
10
年
勤
務
。２
０
２
１
年
12
月
に
佐
世
保
地
方
総
監
に

着
任
し
た
。九
州・沖
縄
地
域
の
広
大
な
海
域
を
警
備
担
当
す

る
佐
世
保
地
方
隊
の
最
高
指
揮
官
と
し
て
、我
が
国
の
平
和
維

持
に
多
大
な
る
尽
力
を
さ
れ
た
。ま
た
地
域
の
イ
ベン
ト
に
も
時

間
の
許
す
限
り
参
加
す
る
な
ど
、地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
も

非
常
に
大
切
に
し
て
頂
い
た
。出
席
者
か
ら
は
、西
総
監
の
長
年

の
ご
尽
力
に
対
し
、労
い
と
感
謝
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
た
。 

■
佐
世
保
地
方
総
監
　
俵
千
城
海
将
　
着
任
挨
拶 

　

８
月
29
日
付
で
第
48
代
佐
世
保
地
方
総
監
に
着
任
し
た
俵
千
城

（
た
わ
ら
た
て
き
）海
将
が
着
任
挨
拶
の
た
め
佐
世
保
商
工
会
議
所
を
訪

れ
た
。 

　

俵
総
監
は
島
根
県
出
身
。１
９
８
９
年
３
月
に
防
衛
大
学
校
を

卒
業
。潜
水
艦
の
艦
長
や
海
上
幕
僚
監
部
指
揮
通
信
情
報
部
長
を

経
て
２
０
２
１
年
12
月
か
ら
潜
水
艦
隊
司
令
官
を
務
め
て
い
た
。佐

世
保
で
の
勤
務
は
、23
年
ぶ
り
３
回
目
。自
衛
隊
行
事
や
隊
員
の
生

活
環
境
の
改
善
な
ど
、様
々
な
面
で
今
後
と
も
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
述
べ
ら
れ
た
。 
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佐世保自衛隊後援会

２０２３年７・８月 異動のお知らせ

1 防衛関係費の概要
　防衛力の抜本的強化は、①スタンド・オフ防衛能力、②統合防
空ミサイル防衛能力、③無人アセット防衛能力、④領域横断作戦
能力、⑤指揮統制・情報関連機能、⑥機動展開能力・国民保護、
⑦持続性・強靱性の7つの柱で計画的に整備を進めることとして
おり、令和5（2023）年度防衛関係費は、防衛力を5年以内に抜本
的に強化するために必要な取組を積み上げて、新たな整備計画
の初年度に相応しい内容及び予算規模を確保（防衛力抜本的
強化「元年」予算）した。歳出予算は、整備計画対象経費として6
兆6,001億円（前年度比1兆4,213億円（27.4％）増）を計上し、米
軍再編等を含めると6兆8,219億円となり、「防衛費の相当な増
額」を確保した。また、新規後年度負担（新たな事業）は、整備計
画対象経費として7兆676億円（前年度比2.9倍）を計上し、1年で
も早く、必要な装備品を各部隊に届け、部隊で運用できるよう、初
年度に可能な限り契約を実施する。

　具体的には、将来の防衛力の中核となる分野について、「スタ
ンド・オフ防衛能力」、「無人アセット防衛能力」等について大幅に
予算を増やすとともに、現有装備品の最大限の活用のため、可動
向上や弾薬確保、主要な防衛施設の強靱化への投資（重要な
司令部の地下化や隊舎等の整備）を加速している。
　また、令和4（2022）年度第2次補正予算には、災害への対処
能力の強化、インフラ基盤の強化、生活・勤務環境の改善などに
必要な緊要の経費として、4,464億円を計上した。
　令和5（2023）年度の予算配分に当たっては、防衛力整備事
業について、これまでは主要装備品などの取得経費とその他の
経費の2区分に分けて管理してきたが、各幕・各機関ごとに新た
に15区分に分類して管理することとし、予算の積み上げをよりきめ
細かく行い、弾薬、維持整備、施設、生活・勤務環境等へのしわ
寄せを防ぐこととした。

佐世保地方総監

佐世保造修補給所長

佐世保基地業務隊司令

佐世保システム通信隊司令

ちょうかい艦長

きりさめ艦長

あきづき艦長

さわぎり艦長

第２掃海隊司令

たかしま艇長

海将　西　　成人

１佐　岸本　昌之

２佐　貝塚　俊彦

２佐　石原　　健

１佐　小圷　聖一

２佐　坂田　　淳

２佐　清　　香織

２佐　山内　　敦

３佐　西垣　匡敏

１尉　沖　　佳大

海将　俵　　千城

１佐　髙橋　正浩

２佐　平野　一照

２佐　田上　哲郎

１佐　北口　周右

２佐　齊藤　直樹

２佐　小松　大祐

２佐　長野　恭介

２佐　西條　浩史

３佐　西村　友宏

官　　職 離　　任 着　　任

（出典：令和 5年版防衛白書）

防衛関係費の令和4（2022）年度と令和5（2023）年度の比較

（単位：億円）

区　　分 令和4（2022）年度
令和5（2023）年度

対前年度増▲減
歳出額（注） 51,788 66,001 14,213 27.4%

うち人件・糧食費 21,740 21,969 229 1.1%
うち物件費 30,048 44,032 13,984 46.5%

後年度負担額（注） 53,342 99,186 45,844 85.9%
うち新規分 24,583 70,676 46,093 187.5%
うち既定分 28,759 28,511 ▲248 ▲0.9%
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（単位：兆円）

＜従来の区分＞ ＜新たな区分＞

主要装備品など
の取得経費

その他
領域横断作戦能力

（車両・艦船・航空機等）

指揮統制・情報関連機能

研究開発

スタンド・オフ防衛能力 弾薬・誘導弾の確保

統合防空ミサイル防衛能力 装備品等の維持整備費・可動確保

無人アセット防衛能力

領域横断作戦能力（宇宙） 防衛生産基盤の強化

施設の強靭化

基地対策

領域横断作戦能力（サイバー）

教育訓練費、燃料費等

機動展開能力・国民保護

施設整備費
3.7%（2,465億円）
格納庫・隊舎などの建設

研究開発費
3.3%（2,201億円）
先端技術への投資

※米軍再編関係経費等を除く。

その他
3.2%（2,141億円）

維持費など
28.4%
（18,731億円）
隊員の教育訓練、艦船・航空機
などの油、装備品の修理

装備品等購入費
20.6%

（13,622億円）
新しい装備品（戦車、護衛艦、

戦闘機など）の購入

66,001億円
（R5当初）

装備品等購入費
15.8%

（8,165億円）

基地対策経費
9.1%（4,718億円）

施設整備費
3.7%（1,932億円）

研究開発費
3.2%（1,644億円）

その他
1.5%（802億円）

（参考）
51,788億円
（R4当初）

人件・糧食費
42.0％
（21,740億円）

維持費など
24.7%
（12,788億円）

人件・糧食費
33.3％
（21,969億円）

基地対策経費
7.4%（4,872億円）
地元自治体への支援

（注１）上記の計数は、SACO関係経費と米軍再編関係経費のうち地元負担軽減分等を含まない。これらを含めた防衛関係費の総額は、歳出額につい
ては、令和4（2022）年度は54,005億円、令和5（2023）年度は68,219億円になり、後年度負担額については、令和4（2022）年度は58,642億
円、令和5（2023）年度は107,174億円になる。 

（注２）予算額には、デジタル庁にかかる経費を含む。
（注３）計数は四捨五入のため合計と符合しないことがある。

年度計画・予算の配分方針の見直し

防衛関係費（当初予算）の推移
防衛関係費の使途別分類
（令和5（2023）年度）


